
人と海の
　　　　ふれあうまち

６月号
２０１２年
No.10９

●キララ祭天草サンライズウォーク‥ Ｐ２ ～ ３

●土砂災害から身を守るために‥‥‥ Ｐ４ ～ ５

●まちのわだい‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ Ｐ６ ～ ７

●健康ガイド‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ Ｐ８ ～ ９

●市立病院だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥ Ｐ10 ～ 11

●生涯学習・図書館だより‥‥‥‥‥ Ｐ12 ～ 13

●ウェルカム市長室‥‥‥‥‥‥‥‥ Ｐ14 ～ 15

●お知らせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ Ｐ16 ～ 25

　５月21日、国内では25年ぶりの金環日食が全国各地で観測されました。

　あいにくの天候の中、中南小では、登校してきた児童らが日食グラスを持ち、雲の切れ間から少しでも部分

日食がみえないか観察していました。

５月 21中南小学校

目
　
次

見えるかな、部分日食！
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４
月
29
日
、
大
道
港
を
ス
タ
ー

ト
し
龍
ヶ
岳
山
頂
を
目
指
す
第
20

回
キ
ラ
ラ
祭
天
草
サ
ン
ラ
イ
ズ

ウ
ォ
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

市
内
外
か
ら
約
７
５
０
人
が
参
加

し
、
４
月
の
暖
か
な
日
差
し
を
浴

び
な
が
ら
片
道
７
キ
ロ
の
サ
ン
ラ

イ
ズ
コ
ー
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

途
中
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
お
茶

や
甘
夏
な
ど
の
差
し
入
れ
も
あ

り
、
参
加
者
は
、
し
ば
し
足
を
止

め
て
、
一
息
つ
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
頂
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

城
南
火
の
君
太
鼓
に
よ
る
太
鼓
の

演
奏
、
高
戸
ソ
ー
ラ
ン
愛
好
会

「
龍
」
に
よ
る
多
喜
雄
ソ
ー
ラ
ン

の
演
舞
、
そ
し
て
、
小
屋
川
内
獅

子
舞
保
存
会
に
よ
る
獅
子
舞
の
披

露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

上
天
草
の
特
産
品
や
旅
行
券
が
当

た
る
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
抽
選
が

行
わ
れ
る
度
に
大
き
な
歓
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

下
山
し
て
大
道
港
に
戻
る
と
、

本
市
特
命
係
長
の
「
四
郎
く
ん
」

と
ミ
ュ
ー
イ
天
文
台
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
キ
ラ
ラ
ち
ゃ

ん
」、
そ
し
て
「
く
ま
モ
ン
」
も

登
場
し
、
た
く
さ
ん
方
が
一
緒
に

記
念
撮
影
を
し
て
い
ま
し
た
。

第
20
回
キ
ラ
ラ
祭

　

天
草
サ
ン
ラ
イ
ズ
ウ
ォ
ー
ク

①龍ヶ岳山頂へ向かって出発

②チェックポイントでは特産の甘夏の配布も

③大作山の棚田を紹介する観光ガイドの会のメンバー

④抽選会では、いろいろな特産物が当たりました

⑤高戸ソーラン愛好会「龍」による多喜雄ソーラン

⑥小屋川内獅子舞保存会による獅子舞の演舞

⑦下山すると、四郎くん、キララちゃん、くまモンも登場

⑧城南火の君太鼓による迫力ある演奏

⑨山頂のイベント会場に集まったたくさんの参加者

1

2 3 4

765

8 9
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●山鳴りがする。

●川の流れが濁り流木が混ざり

はじめる。

●雨が降り続いているのに川の水

位が下がる。

●斜面から水がふき出す。

●地面にひび割れができる。

●沢や井戸の水が濁る。

●小石がパラパラ落ちてくる。

土砂災害～こんな前触れには注意 !! ～

●雨に注意しましょう

　土砂災害の多くは雨が原因で起

こります。１時間に 20 ミリ以上、

または降り始めから 100 ミリ以上

の降雨量になったら、十分な注意

が必要です。

●逃げ方を覚えましょう

　土石流は速度が速いため、流れ

を背にしたのでは追いつかれてし

まいます。土砂の流れる方向に対

して、直角に逃げるようにしま

しょう。

●避難場所を決めて
　　　　　おきましょう

　日頃から家族全員で避難場所や

避難する道順を決めておきましょ

う。そうすれば、家族が一緒にい

ないときでも、避難場所で落ち合

うことができます。

防 災 の 知 識
【市民の皆さまへ】

　市では「土砂災害警戒情報」が発表された場合、

市民の皆さまにいち早く情報を提供するため深

夜であっても防災無線放送で放送しますのでご

理解とご協力をお願いします。

【土砂災害警戒情報を知っていますか】
　土砂災害警戒情報は大雨による土砂災害発生の危険性が高

まったときに、市町村長が住民への避難勧告等を適切に行える

ように支援するとともに、住民自らの避難の判断にも参考とな

るよう、都道府県砂防部局と気象庁が共同で発表する情報です。

土砂災害から身を守るために

　近年の異常な豪雨の増加に伴い、

土砂災害が多発しています。昨年は

新潟・福島豪雨や台風 12 号など、

各地で記録的な降水量が観測され、

全ての都道府県で土砂災害が発生し

ました。

　平成 23 年には全国で 1422 件の土

砂災害が発生し、死者・行方不明者

は 85 人にも上っています。

熊本県防災情報メールサービスへの登録について

　県では、土砂災害や洪水などの災害の危険性が高くなった場合などに、県民の皆さ

まの携帯電話やパソコンに気象情報や河川水位情報を配信する「熊本県防災情報メー

ルサービス」を実施しています。

　メールサービスでは、県内の気象警報・注意報や土砂災害警戒情報、地震・津波情

報、火山情報のほか、県内各地に設置された河川水位などの情報を発表後すぐにメー

ルで配信します。このメールサービスにより、県民の皆さまが必要な防災情報などを

受信できるようになり、避難判断の情報として有効でありますので、ぜひ多くの皆さ

まの登録をお願いします。

○登録方法　entry@anshin.pref.kumamoto.jp 宛に空メールを送信。

　または、右の２次元バーコードを携帯で読み取ってメール送信し

　てください。

○問合せ先 　県危機管理防災課　☎ 096（333）2118

※登録料、情報料は無料ですが、通信料はご利用者の負担になります。

○県防災情報ホームページ…http://cyber.pref.kumamoto.jp/bousai

○県総合型防災情報システム…（雨量・水位などをリアルタイムで提供）

　http://www.bousai.pref.kumamoto.jp/

○気象庁…http://www.jma.go.jp/jma/index.html

○上天草市…http://www.kamiamakusa-c.kumamoto-sgn.jp/

◆ぜひ、登録しましょう！

◆防災情報ホームページ

山鳴りがする

川の流れが濁り流木が
混ざりはじめる

雨が降り続いているのに
川の水位が下がる

小石がパラパラ
落ちてくる

沢や井戸の水が濁る地面にひび割れができる

斜面から水がふき出す



　松島総合センター「アロマ」で４月８日、第６回上天

草市親善空手道選手権大会が開催され、県外からの参加

を含む小中学生約 350 人の選手が、気迫あふれる真剣勝

負を繰り広げました。

　姫戸町の白嶽森林公園指定管理者の株式会社碇電

設（碇照光社長）が、施設運営での収益を地域に還

元するため５月 15 日、姫戸中を訪れ収益金の一部

を谷口政行校長に手渡しました。

　白嶽森林公園はキャンプ場やハイキングコース等

が整備され、一帯には日本一小さいトンボとして有

名なハッチョウトンボなどの希少生物が生息する湿

地帯や巨石群などを有する観光スポット。　

　碇社長は「生徒の勉強のために有効に使っていた

だければ」と話し、同社は、その他団体や姫戸小な

ど合わせて４カ所に同様の寄付を行いました。

　大矢野町湯島の漁港前にネコの形の石像が設置さ

れ４月 23 日、その除幕式が行われました。

　この石像は、湯島に多く住むネコを新たな観光の

シンボルにと、天草四郎観光協会（千原光明会長）

が設置したもので「湯島猫神（ゆしまみょうじん）」

と名付けられました。

　来島者に、島の各所で見られる人懐こいネコとふ

れ合ってもらい、のんびりとした湯島の旅を提案す

ることも狙い。今後は、県内外にＰＲして観光客誘

致の一環にしたいとのことです。

　式に出席した湯島２区区長の古賀葵さんは「新聞

で取り上げられてから家族で見に来られた方もい

る。島の猫を見て喜び、癒されるようだ。ぜひ心を

癒しに湯島へ足を運んでほしい」と話していました。

　４月 14 日、大矢野自然休養村管理センターで上天草市まちづくり実践発表会が行われ、市の助成を受

けてまちづくり事業を実施している６団体がプロジェクターなどを使用しながら取組みや成果を発表しま

した。

　この発表会は、まちづくり事業に取り組んだ団体の活動内容とその成果を広く市民の皆さんへ紹介する

ことで、今後のますますの住民主体のまちづくりを進めていくために行われているものです。

上天草市親善空手道選手権大会

４/８

4/14

５/15 ４/23
ネコの石像設置し湯島の観光ＰＲ

まちづくり６団体が活動内容を報告

営業利益を地域に還元

　県南部では 163 年ぶりに金環日食となる５

月 21 日を前に 20 日、ミューイ天文台で日食

グラス作りと日食観測時の注意事項などにつ

いて説明を行う教室が開かれ、家族連れでに

ぎわいました。

　参加者は、翌日の日食を手作りの日食グラ

スで観察して楽しもうと、思い思いの絵を描

き完成させました。

　日食について学んだあとは、龍ヶ岳山頂の

野外散策も行われ、この日のあいにくの空模

様に参加者らは「明日は天気になってほしい」

「日食の時だけでも雲が切れてほしい」など

祈るように話していました。

上天草市まちづくり実践発表会を開催

天草四郎観光協会姫戸中で寄付金贈呈

ミューイ天文台

まちのわだい

　５月 20 日、龍ヶ岳町の北垣水産（北垣潮代表）

のチリメン漁の網に珍しいウミガメがかかりまし

た。北垣さんは「長年漁をしているがウミガメがか

かったのは初めて」と、同社の水槽で一時的に保護。

水槽でウミガメは生きたエビを食べるなど元気な様

子を見せていました。　

　この知らせを受けた日本ウミガメ協議会理事の吉

崎和美さん（天草市）は、「タイマイとアカウミガ

メ両方の特徴を持ち混血のよう。国内でも捕獲は珍

しい」と語り、研究機関の調査を経て海に帰したい

とのことでした。

　ウミガメが生きていける豊かな天草の海を皆で守

っていきましょう。

５/20
手作り日食グラスで金環日食を

観察しよう

●男子の部優勝

　小学１年　 石山　隼（大真館）

　小学２年　 坂本樹紀（阿蘇道場）

　小学３年　 中田雄大（大真館）

　小学４年　 榎本航太（大真館）

　小学５年　 丸石絢斗（禮武館）

　小学６年　 田村　響（海王塾）

　中学１年　 脇島海晴（覇道塾）

　中学 2,3 年 浦崎亮成（武隆館）

●女子の部優勝

　小学 1,2 年 齊田乃愛（教道館）

　小学 3,4 年 釜つばさ（海王塾）

　小学 5,6 年 鬼塚愛里（海王塾）

　中学　　　 柴田静香（有明空手）

●団体の部優勝

　小学・男子（大真館・Ａ）／中学・男子（円空塾・Ａ）

　小学・女子（覇道塾）／中学・女子（芦北海王塾）

●上天草市空手道連盟所属道場の選手の主な成績

　小学１年男子３位 梅田晟那・森川善生

　小学３年男子３位 大島颯太

　小学５年男子優勝 丸石絢斗・準優勝 金山斗和

龍ヶ岳町で珍しいウミガメかかる

チリメン漁の網に珍客？

５/20

最大日食部分
    約 93％
市役所付近

　当日、晴れていれば最大食は右のように見える

はずでしたが、21 日は雲が広がり上天草市では

ほとんどの人が残念ながら日食の観測はできませ

んでした。

　県内で次に金環日食が観測されるのは 2312 年。

部分日食は 2016 年３月とのこと。
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種　類 ※用意するもの 対象地区 日 対象者（月生） 受付時間
２カ月児学級 バスタオル 全地区 31火 H24.5

13:00～13:15

3～4カ月児健診
（BCG）

バスタオル
BCG問診票

大矢野 3火
H24.3

松　島 12木
龍ヶ岳 5木 H24.2～3

6～7カ月児健診 ハンカチ
または

ハンドタオル

松　島 12木 H23.12

6～8カ月児健診 龍ヶ岳 5木 H23.11～12

１歳６カ月児健診 尿
大矢野 17火 H22.11～12

龍ヶ岳 19木 H22.10～12

２歳児歯科健診
歯ブラシ

（仕上げ磨き）
全地区 30月 H22.6～7

３歳児健診
聴力視力
検査用紙

松　島 26木 H21.5～6

龍ヶ岳 19木 H21.4～6

【場　所】全地区・松島…松島保健センター　大矢野…大矢野老人福祉センター　　　　　

　　　　　姫戸…姫戸老人福祉センター　　　龍ヶ岳…龍ヶ岳統括支所

【用意するもの】 母子手帳と問診票は、どの健診および学級でも必ず持参くださ

い。２歳児歯科健診のみ、問診票は当日会場で配布します。

母子健診（７月）

種　類 日 実施時間
デイケア 12木 10:00 ～ 12:00

【場所】12 日　大矢野老人福祉センター

種　類 日 実施時間
精神保健相談 5木、19木 14：00 ～

【場所】天草保健所相談室　☎ 0969（23）0172　※要予約

福　祉（７月）

日 病院名〈診療科目〉（所在地）電話番号

１

宮崎外科胃腸科医院
〈外・消〉

（大矢野町上）

☎ 0964（56）0600

やまうち医院
〈内・小・ア〉

（松島町阿村）

☎ 0969（56）0899

８

毛利医院〈内〉
（大矢野町登立）

☎ 0964（56）2111

姫戸医院〈内〉
（姫戸町姫浦）

☎ 0969（58）3583

15

竹島医院〈内〉
（大矢野町登立）

☎ 0964（56）0159

村上医院〈内・小・リ
ハ・神内・呼・循・消〉

（姫戸町姫浦）

☎ 0969（58）3102

16
佐々木整形外科
〈整〉

（大矢野町中）

☎ 0964（56）5550

22

福本眼科〈眼〉
（大矢野町上）

☎ 0964（56）0508

竹中医院〈内〉
（姫戸町二間戸）

☎ 0969（58）2148

29

しまだ小児科
〈小・内〉

（大矢野町登立）

☎ 0964（56）0005

上天草総合病院
〈内〉

（龍ヶ岳町高戸）

☎ 0969（62）1122

【診療時間】　9 時～ 17 時 ※診療時間外は上天草総

合病院、済生会みすみ病院、天草地域医療センター

にお問い合わせください。５月 31 日現在の予定表

になります。都合により変更することもあります。

日祝日在宅医（７月）

母子手帳交付 ・育児相談 （７月）

場　所 日 実施時間
（手帳受付時間）

大矢野窓口センター

 2月、9月
17火、23月

30月

9:30 ～ 11:00
（9:30 ～ 9:45）

松島保健センター
随時交付（手帳）

19木（相談） 9:30 ～ 11:00

姫戸統括支所 17火 9:00 ～ 10:00
（9:00 ～ 9:15）

龍ヶ岳統括支所 5木、17火 10:30 ～ 11:30
（10:30 ～ 10:45）

用意するもの　印鑑（手帳）

　

食
育
は
、
私
た
ち
が
生
涯
に
わ
た
っ
て

健
全
な
心
身
を
培
い
、
豊
か
な
人
間
性
を

育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
健
康
の
土
台
と

な
る
食
に
関
心
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が

自
分
に
合
っ
た
食
育
に
取
り
組
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

　

家
庭
、
学
校
を
中
心
と
し
た
生
活
に
お

い
て
、
体
力
、
運
動
能
力
が
急
速
に
高
ま

る
時
期
で
す
。
規
則
正
し
い
食
習
慣
を
身

に
つ
け
自
己
管
理
能
力
を
育
成
し
ま
し
ょ

う
。

○
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん

○
正
し
い
食
品
の
選
択
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う

○
栽
培
、
調
理
な
ど
の
体
験
を
通
じ
て
食

に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う

○
よ
く
噛
ん
で
食
後
は
し
っ
か
り
歯
み
が

き
を
し
ま
し
ょ
う

乳
幼
児
期

～
食
習
慣
の
基
礎
づ
く
り
～

学
童
期

～
食
習
慣
の
完
成
期
～

６
月
は

「食
育
月
間
」、

       

毎
月
19
日
は

「食
育
の
日
」

　

身
体
的
、
精
神
的
に
も
成
長
が
ほ
ぼ
完

了
し
、
保
護
者
か
ら
自
立
し
始
め
る
時
期

で
す
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
不
規
則
な
食

事
や
外
食
の
利
用
が
増
加
す
る
な
ど
、
食

思
春
期

～
食
習
慣
の
自
立
期
～

青
壮
年
期

～
生
活
習
慣
病
予
防
期
～

　

青
壮
年
期
は
、
社
会
的
に
も
家
庭
的
に

も
生
活
が
大
き
く
変
化
す
る
時
期
で
す
。

そ
れ
に
と
も
な
い
、
食
事
時
間
や
生
活
リ

ズ
ム
が
不
規
則
で
夜
型
に
な
り
、
偏
っ
た

食
生
活
、
外
食
利
用
の
増
加
な
ど
か
ら
、

自
分
の
食
事
・
健
康
管
理
が
お
ろ
そ
か
に

な
り
が
ち
で
、
肥
満
な
ど
生
活
習
慣
病
が

増
加
す
る
時
期
で
す
。
定
期
的
に
健
康
診

断
を
受
診
し
、
自
分
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
食
生
活
の
改
善
を
図
り
な
が
ら
、

健
康
管
理
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
一
日
の
適
正
な
食
事
量
を
学
び
、
生
活

○
問
合
せ
先
　
保
健
課
健
康
づ
く
り
推
進
室

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
５
６

　市では、下記の対象の方に無料検診を実施

します。この機会に検診を受けて、ご自分の

健康管理にお役立てください。

　対象になる方へは無料クーポン（または通

知書）を送付します。詳しくは、クーポン（通

知書）をご覧ください。

＜乳がんマンモグラフィー検診＞
年度末年齢で 41・46・51・56・61 歳の女性

＜子宮頸がん検診＞
年度末年齢で 21・26・31・36・41 歳の女性

＜大腸がん検診＞
年度末年齢で 41・46・51・56・61 歳の方

＜肝炎ウイルス検診＞
年度末年齢で 41・46・51・56・61・66・71 歳

の方で今までに肝炎ウイルス検診を一度も受

けたことがない方

＜上天草市国保特定健診＞
年度末年齢で 40・45・50・55 歳の上天草市国

民健康保険の方

○問合せ先　保健課健康づくり推進室

　　　　　　☎ 0969（28）3356

無料でのお得な検診があります

　

こ
の
時
期
の
よ
い
食
習
慣
や
楽
し
い
食

事
は
、
体
や
心
の
成
長
に
大
き
く
影
響
し

ま
す
。
規
則
正
し
い
食
習
慣
も
、
味
覚
も

す
べ
て
こ
の
時
期
に
基
礎
づ
く
り
が
行
わ

れ
ま
す
。「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う

さ
ま
」
に
始
ま
る
食
事
の
作
法
や
生
活
リ

ズ
ム
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん

○
し
っ
か
り
遊
ん
で
お
腹
が
空
く
リ
ズ
ム

を
つ
け
ま
し
ょ
う

○
薄
味
の
食
事
で
味
覚
の
形
成
を

○
よ
く
噛
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う

生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

　

特
に
、
女
性
は
将
来
、
母
体
と
な
る
健

全
な
体
が
つ
く
ら
れ
る
大
切
な
時
期
で
す

が
、
ス
タ
イ
ル
を
気
に
し
て
極
端
な
ダ
イ

エ
ッ
ト
や
偏
食
、
欠
食
を
す
る
人
が
増
え

て
い
ま
す
。
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る

こ
と
を
認
識
し
、
将
来
に
向
け
て
健
全
な

食
生
活
を
お
く
り
ま
し
ょ
う
。

○
自
分
の
適
正
体
重
を
知
り
、
規
則
正
し

い
食
生
活
を
実
践
し
ま
し
ょ
う

○
食
べ
過
ぎ
、
偏
食
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
は

ご
注
意

○
き
ち
ん
と
食
べ
て
貧
血
予
防

○
間
食
、
夜
食
は
中
身
と
量
を
考
え
て

○
進
ん
で
と
ろ
う
牛
乳
、
乳
製
品

○
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
手
を
出
さ
な
い

の
中
で
実
践
し
ま
し
ょ
う

○
食
と
健
康
の
つ
な
が
り
を
理
解
し
、
適

正
体
重
を
維
持
し
ま
し
ょ
う

○
運
動
不
足
に
気
を
つ
け
、
健
康
な
体
づ

く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う

○
各
種
健
診
を
受
診
し
、
健
康
管
理
に
努

め
ま
し
ょ
う

高
齢
期

～
介
護
予
防
期
～

　

身
体
的
、
精
神
的
な
機
能
の
低
下
が
み

ら
れ
る
時
期
で
す
。
介
護
予
防
の
観
点
か

ら
も
体
や
環
境
の
変
化
に
合
わ
せ
、
口
腔

機
能
を
維
持
・
管
理
し
ま
し
ょ
う
。
食
事

は
三
食
き
ち
ん
と
と
り
、
ま
た
、
自
ら
食

事
を
考
え
調
理
す
る
等
し
て
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生

活
の
質
）
の
向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
食
べ
る
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
、
体
調

に
合
っ
た
食
生
活
の
実
践
を

○
口
の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
口
腔
機
能

を
維
持
し
ま
し
ょ
う

○
家
族
や
知
人
と
食
を
通
じ
て
、
交
流
を

図
り
ま
し
ょ
う

日 実施時間
６月 22 日金

13:30 ～ 15:30
７月 27 日金

【場所】上天草総合病院６階講堂　☎ 0969（62）1122

がんサロン（６月・７月）

健康ガイド健康ガイド
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診 療 案 内

市立病院
だより

月 火 水 木 金

内 科

代謝内科

再来

坂本

樋口

和田

大村

和田

山城

大村

坂本

山城

樋口

和田

山城

坂本

山城

城臺

新患 城臺 城臺

和田
（～10時）
志摩

（10 時～）

石田
応援

医師

循環器内科
脇田

吉村拓

外　　科

消化器科
福田 城野

福田

蓮尾
城野 蓮尾

整形外科 藤松 上原 藤松 胤末 藤松

小児科 神薗

産婦人科
姫野

黒田
黒田

姫野

黒田
姫野 姫野

耳鼻咽喉科 熊大 熊大

眼　科 竹下 竹下

皮膚科 尹

泌尿器科 小川

胃　　腸

センター

石田

城野

蓮尾

蓮尾

福田

石田

和田    

城野

蓮尾

福田

坂本

石田

城野

福田

歯科・口腔外科 福田

●受付は、８時 30 分～ 11 時 30 分までです。

●眼科の毎週水曜日の診療は休診となります。

●歯科口腔外科は月～金曜日の午後も診療を行

います。火・木曜日は 18 時まで診療を行い

ます。

●歯科口腔内科は６月22日（金）は休診となります。

●整形外科は６月 22 日（金）は休診となります。

●皮膚科は６月 28 日（木）は休診となります。

●循環器内科は7月13日（金）は休診となります。

●泌尿器科は毎週火曜日に診療を行います。な

お、８月７日（火）は休診となります。

●内科は火・木曜日の 17 時～ 18 時まで診療を

行います。

● 7 月から毎週水曜の代謝内科は休診となり、

木曜日の 15 時～ 18 時まで診療を行います。

●産婦人科の黒田医師は女性医師です。

●教良木診療所の第 2 木曜日は整形外科医が診

療を行います。

●診療案内は都合により変更となることがあり

ますので、ご了承ください。

☆問合せ先　上天草総合病院
　☎　0969（62）1122（代表）
　℻　0969（62）1546
　ホームページ
	 　http://www.cityhosp-kamiamakusa.jp
	 Ｅメール　
　　kamiama@cityhosp-kamiamakusa.jp

月 火 水 木 金

夕方外来

（内科）

和田

城臺

大村

山城

大村

坂本

教良木診療所 大村 坂本 樋口 応援 黒田

上天草市立上天草総合病院
内 科 医 長　 石 田　 隼 一

　

こ
の
た
び
４
月
よ
り
上
天
草
総

合
病
院
に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
石
田
隼
一
で
す
。

　

以
前
、
３
年
前
に
も
１
年
間
勤

務
さ
せ
て
い
た
だ
き
今
回
戻
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
再
び
風
光
明
媚

な
こ
の
龍
ヶ
岳
で
勤
務
で
き
る
こ

と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

診
療
で
は
、
つ
な
が
り
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に

し
、
皆
さ
ま
の
健
康
の
さ
さ
え
に

な
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

診
療
科
と
し
ま
し
て
は
内
科
一

般
、
な
か
で
も
消
化
器
内
科
を
中

心
に
診
療
し
て
お
り
ま
す
。
消
化

器
内
科
と
申
し
ま
す
と
、
食
道
や

胃
、
小
腸
・
大
腸
な
ど
の
食
べ
物

が
と
お
っ
て
い
く
道
筋
と
な
る
臓

器
か
ら
、
肝
臓
、
膵
臓
と
い
っ
た

消
化
の
手
助
け
や
代
謝
を
行
う
臓

器
を
診
て
い
き
ま
す
。
場
合
に

よ
っ
て
は
手
術
な
ど
外
科
的
な
処

置
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
時
々
に
応
じ
て
外
科
と
の
連

携
を
と
り
な
が
ら
診
療
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
は
胃
が
ん
や
大
腸
が
ん

に
お
い
て
は
早
期
の
段
階
で
発

見
さ
れ
た
場
合
、
内
視
鏡
を
つ

か
っ
て
お
腹
に
傷
を
作
ら
ず

に
切
除
す
る
内
視
鏡
的
粘
膜

下
層
剥
離
術
（Endoscopic 

subm
ucosal dissection

：
Ｅ

Ｓ
Ｄ
）
が
可
能
と
な
り
広
く
広

ま
っ
て
い
ま
す
。
早
期
の
が
ん

に
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
人
間
ド
ッ
グ
や
健
診
、
定

期
的
な
検
査
で
見
つ
け
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
当
院
で
も
Ｅ
Ｓ

Ｄ
を
始
め
胃
カ
メ
ラ
、
大
腸
カ

メ
ラ
な
ど
各
種
検
査
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
健
康
な
人
生
を
送
っ

て
い
く
た
め
に
も
一
度
検
査
を

検
討
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

ＱａｎｄＡコーナー

　厚生労働省は医療費削減のためにジェネリック医薬品を薦めています。

　平成 24 年４月よりジェネリック医薬品（後発医薬品）の使用促進の目的で一般名処方の制度が始

まりました。

　病院から発行する処方箋のお薬について、新薬（先発品）やジェネリック医薬品（後発品）を患者

さまに選んで頂くことが出来るよう一般名で処方します。「一般名」とは薬の成分名のことで、同じ

成分であればどの会社の医薬品を使用して調剤しても良いのです。その分、「患者さまには後発医薬

品に関する説明をしてください」となっています。

　一般名処方の場合、調剤薬局では患者さまが新薬を希望されるのかジェネリック医薬品を希望され

るかにより調剤する薬が異なるので、患者さまに十分にお尋ねしてから調剤をすることになります。

　価格の異なるお薬の違いなどを含め、ご不明な点は調剤薬局にご相談ください。

※ジェネリック医薬品とは新薬と同じ成分で安い薬価が承認されています。

Ｑ：病院から処方箋をいただいて薬局に行ったところ「この薬はこれでよろしいですか」
と尋ねられました。今までそういうことはなかったのですがどうしてでしょうか。　

再び龍ヶ岳の地で

平成 25年度上天草総合病院職員を募集
　平成 25 年度の職員採用試験を次のとおり実施します。

●募集職種　助産師 1人、看護師７人程度

●応募資格　

○助産師免許取得者または来春助産師養成機関卒業見込みの方

○看護師免許取得者または来春看護師養成機関卒業見込みの方

●受付期限　７月６日（金）必着

●応募手続　

○履歴書

○免許証の写し（助産師、看護師）または卒業見込書

○健康診断書（６カ月以内のもの）

●試験日時　７月 21 日（土）10 時開始

●試験会場　上天草総合病院２階会議室

●試験内容　小論文・面接

●申込み・問合せ先　上天草総合病院総務課　☎ 0969（62）1122

上天草がんサロン「アクアマリン」が１周年

　昨年の４月 22 日に県内 10 番目のがん

サロンとして開設したアクアマリンです

が、世話人のお二人の熱い思いと、熊本

がんサロンネットの皆さまはじめ、関係

各所のあたたかいサポートで、無事１周

年を迎えることができました。

　４月27日のサロンは、１周年記念として当院６階の喫茶プーズ・

ロッジを貸し切り、手作りケーキセットに、不知火海と天草の島々

の眺望がおまけに付いての開催でした。湖東がんサロン、済生会

がんサロン、御船がんサロンからも参加していただき、お祝いの

花まで頂戴いたしました。

　これからも関係者の皆さまと手を取り合って、利用される方が

ほっこりした雰囲気で参加できるサロンを心がけてまいりますの

で、興味のある方は一度のぞいてみてください。参加の事前連絡

は当院地域医療連携室までお願いします。

●問合せ先　地域医療連携室　☎ 0969（62）1547

　　　　　　担当　東矢・森口

売店および６階喫茶コーナーテナントを募集
　上天草総合病院では売店および６階喫茶コーナーテナントを募

集します。

■応募資格
○現在上天草市に住所を有し、市に納税しており滞納がない事業者

○食品販売業（小売業）、調理業（喫茶店営業）の実績がある事業者

○当該病院の基本理念を十分理解し、諸規定に従い誠実に営業で

きる事業者

■応募手続
○受付期間　６月 22 日（金）～７月６日（金）必着 ８時 30 分～ 17 時

○申込手続　上天草総合病院発行の申込用紙に必要事項を記入

し、必要書類（①営業許可証の写し、②納税証明書の写し）を

添付して、郵送または持参してください。

※募集要項および申込用紙は、上天草総合病院総務課またはホー

ムページにあります。

■申込み・問合せ先　〒 866-0202 上天草市龍ヶ岳町高戸 1419 番地 19

　上天草総合病院総務課　☎ 0969（62）1122
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生
涯
学
習

心
豊
か
な
暮
ら
し
の
ペ
ー
ジ

生涯学習に関する
問 合 せ 先

●社会教育課
☎0969（28）3361
●中央公民館
☎0969（56）1111

■図書館おはなし会（30 分～１時間）
【森記念】   ６月　23 日（土）14 時から（森記念図書館）

         ７月　14 日（土）14 時から（森記念図書館）

【中　央】   ７月　14 日（土）14 時から（アロマ視聴覚室）

【姫　戸】   ７月　14 日（土）10 時から（姫　戸図書館）

【龍ヶ岳】   ６月　16 日（土）14 時から（龍ヶ岳図書館）

【対　象】幼児～小学校低学年

　みんながウキウキするような、楽しいお

はなしをたくさん用意して待ってます！

おはなし会の最後には、みんなで楽しく

工作の時間。お友だちを誘って来てね！

■あかちゃんおはなし会（約 20 分）
【中　央】７月４日（水）10 時 30 分から（アロマ視聴覚室）

【対　象】０歳～未就園児とその保護者

※絵本の読み聞かせや歌遊び、ふれあい遊びなど盛りだ

くさんの内容です。

■大人の朗読会（２時間程度）
【森記念】７月７日（土）10 時から

　　　　　（大矢野自然休養村管理センター１Ｆ小会議室）

【対　象】大人ならどなたでも

※日程変更の場合があるので、各館まで確認をお願いし

ます。

　７月７日は七夕です。今年はきれいな天の川が見える

でしょうか？

　短冊にみんなの願い事を書いたり、かわいい飾りを作っ

たりと、図書館の笹を楽しく飾ってみませんか？ 

○実施日　６月 16 日 ( 土 )・17 日 ( 日 )・23 日 ( 土 )・

24 日 ( 日 )

○短冊やペンは用意しています。開館時間内であれば、

いつでもＯＫです♪

図書の寄贈について

　西本米宏様、吉澤ミカサ様他６人の方にご寄贈いた

だきました。ありがとうございました。

七夕かざりを作ろう！

移動図書館巡回日

○６月…20 日（水）【姫戸】、27 日（水）【龍ヶ岳】

○７月…４日（水）【大矢野】、11 日（水）【松島】

※詳しい場所・時間については、社会教育課までお問

い合わせください。

　上天草市では、人権教育の啓発お

よび推進を目的として、地域人権教

育指導員を置いております。学校や

企業・行政区および各種団体の会合

に出向き、人権に関する講話を実施

しています。

　人権課題はますます複雑化の傾向

にあり、さらなる人権学習の機会が

求められている状況です。

　人権に関することで、講演会や研

修会等を計画する場合は、お気軽に

ご相談ください。

ティム先生との活動に、元気な声が響く！

【中央】

　５月 12 日、松島総合運動公園内にあるイーフレン

ズハウスで、「イーフレンズオープンハウス」を開催

しました。

　天気に恵まれた当日は、市内の子どもたち 15 人が

参加。午前中、10 月に予定しているハロウィンパー

ティで使用するかぼちゃの苗を、ティム先生の指導

のもと、約 30 本植えました。子どもたちは泥だらけ

になりながらも作業を頑張りました。

　午後は立て札づくりとストーンペインティングを

行いましたが、出来上がった作品はなかなかの力作

ぞろい。作品とともに写真撮影をする姿が目立ちま

した。

　参加した子どもたちの元気な声が一日中響き、楽

しい一日となりました。

　詳しい内容は、イーフレンズのホームページをご

覧ください。（http//www.efriendseigomura.com）

■時間・内容
○講話の場合は 30 分～ 60 分程度、参加型

学習やビデオ（ＤＶＤ）による場合は１

時間程度の時間を適当と考えますが、10

分程度でも結構です。時間の長さはご要

望に応じますのでお気軽にご相談くださ

い。

○内容（テーマ）については事前に協議さ

せていただきます。

■講師料　無料

■問合せ先　社会教育課生涯学習係

■人権教育指導員　林田　純

人権教育講師を派遣します人権教育講師を派遣します

▲イ－フレンズ！がんばっ♪ ▲ティム先生と記念写真

▲ティム先生に苗の植え方を教わる▲ペタペタぬりぬり

【全館共通】
●休館日 ６月 18 日、25 日、30 日

　      ７月　2 日、　9日、17 日、23 日、

　　　　　　　30 日、31 日

※全館ともに、毎月最後の日は「館内整理日」で

　お休みです。

※月曜日が定期休館日（祝日の場合は翌日）とな

ります。

中央図書館 ☎0969（56）0777【アロマ呼出】

◦開館時間　10時～18時（土・日・祝日：10～17時）

森記念図書館 ☎0964（56）3363【図書館直通】
◦開館時間　10時～18時（土・日・祝日：10～17時）

姫戸図書館 ☎0969（58）2111【姫戸統括支所呼出】
◦開館時間　10時～17時（土・日・祝日：同）

龍ヶ岳図書館 ☎0969（62）0930【図書館直通】
◦開館時間　10時～17時（土・日・祝日：同）

今月の本
ほ ん

テーマはコレっ！

６月のテーマ　「読み聞かせにオススメの絵本」
７月のテーマ　「アウトドア・釣り」

報情

図書館だより
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上
天
草
市
で
は
、
上
天
草
市
出

身
ま
た
は
上
天
草
市
に
ゆ
か
り
の

あ
る
多
く
の
方
々
か
ら
ふ
る
さ
と

納
税
や
寄
付
と
し
て
あ
た
た
か
い

善
意
の
ご
支
援
を
賜
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
こ
の
た
び

龍
ヶ
岳
町
大
道
出
身
で
、
現
在
東

京
に
お
住
ま
い
の
大
田
司
様
か
ら

多
額
の
寄
付
を
い
た
だ
き
、
図
書

の
整
備
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

具
体
的
に
は
、
松
島
総
合
セ
ン

タ
ー｢

ア
ロ
マ
」
内
に
あ
る
中
央

図
書
館
に
約
１
４
０
０
冊
、
総
額

５
０
０
万
円
分
の
図
書
を
配
置
し

た
「
大
田
司
文
庫
」
の
整
備
が
完

了
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
高
額
の
た
め
購
入

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
百
科

事
典
や
、
最
新
の
図
書
な
ど
多
数

購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
田
様
は
、
龍
ヶ
岳
町
で
幼
少

時
代
を
過
ご
し
、
中
学
校
卒
業
と

同
時
に
上
京
さ
れ
、
生
活
苦
の
青

年
時
代
を
過
ご
し
な
が
ら
、
建
設

資
材
の
事
業
を
展
開
さ
れ
、
今
で

は
多
く
の
従
業
員
を
抱
え
る
会
社

の
経
営
者
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

私
も
、
幾
度
と
な
く
大
田
様
に

お
会
い
し
、
当
時
の
苦
労
話
や
事

業
展
開
、
さ
ら
に
は
人
生
の
歩
み

方
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。
と
に
か
く
、
地
道
に

コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
さ
れ
、
幾
度
の

試
練
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
現
在

の
地
歩
を
築
か
れ
ま
し
た
。

　

大
田
様
か
ら
は
、
図
書
整
備

以
外
に
も
ふ
る
さ
と
納
税
と
し

て
、
市
に
ご
寄
付
を
賜
り
、
総
額

１
０
０
０
万
円
を
越
え
る
ほ
ど
、

善
意
の
思
い
を
賜
り
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
に
少
し
で
も
恩
返
し

し
た
い
、
役
立
ち
た
い
と
い
う
一

心
か
ら
の
こ
と
で
誠
に
あ
り
が
た

く
、
感
謝
の
言
葉
が
見
つ
か
り
ま

せ
ん
。

　

大
田
様
と
の
会
話
の
中
で
、「
ど

う
し
て
そ
こ
ま
で
な
さ
る
の
で
す

か
」
と
お
聞
き
し
た
と
き
の
言
葉

が
ま
た
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
「
今
の
世
の
中
は
、
死
ぬ
ま
で

国
に
た
か
ろ
う
と
し
て
い
る
で
は

な
い
か
。
私
は
今
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
地
域
や
国
に
恩
返
し
を
し

て
い
き
た
い
…
」
心
に
ず
し
り
と

響
く
言
葉
で
し
た
。

vol.61

「
大
田
司
文
庫
」
設
置

～
善
意
の
寄
付
に
感
謝
～

　
「
総
体
が
終
わ
っ
た
ら
進
路
を

決
め
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
に
熱
中
す
る
竹
川
さ

ん
。
４
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
天

草
地
区
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

競
技
大
会
で
は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
と

し
て
部
員
を
ま
と
め
女
子
団
体
戦

を
優
勝
へ
と
導
き
ま
し
た
。

　
「
明
る
く
楽
し
い
部
活
動
で
す
」

と
笑
顔
で
語
る
竹
川
さ
ん
で
す
が

「
部
員
が
ま
と
ま
ら
ず
悩
ん
だ
時

期
も
あ
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
り

ま
す
。「
先
生
や
友
達
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
」
と
語
る
竹
川

さ
ん
。
今
で
は
部
員
か
ら
「
部
に

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
存
在
」
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
女
子
部
員
19
人
の
絆

を
固
め
ま
し
た
。総
体
で
は
個
人
・

団
体
で
ベ
ス
ト
16
を
目
標
に
日
々

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み
ま
す
。

　

一
方
、
男
子
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務

め
る
浦
上
さ
ん
は
、
同
大
会
シ
ン

グ
ル
ス
で
見
事
な
優
勝
。
勝
因
に

つ
い
て
は
、
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
龍
ヶ
岳
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
た
成

人
と
の
練
習
に
参
加
し
「
指
摘
さ

れ
た
と
こ
ろ
を
重
点
的
に
直
し
た

だ
け
」
と
謙
虚
に
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
コ
ー
ト
が
少
し
狭
く
感

じ
る
ほ
ど
レ
シ
ー
ブ
が
拾
え
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
も
。
男
子
部
員

16
人
の
要
と
し
て
「
最
後
の
個

人
・
団
体
で
の
ベ
ス
ト
８
を
狙
い

た
い
」
と
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
し

た
。

優勝旗を前にバドミントン部の皆さん
■福祉科３年
　竹川侑希さん（右から２人目）
■普通科３年
　浦上智基さん（左）

部
活
動
は
明
る
く
楽
し
く
真
剣
に
！

上天草高校生!
がんばる

建 設 課 か ら の お 知 ら せ建 設 課 か ら の お 知 ら せ

◆市道沿いを工事される場合や、占用される場合は、事前に境界確認、施工承認等の
手続きが必要です。（法定外公共物「里道・水路」も同じ申請が必要です。）

○敷地の埋立て（農地の場合は、農業委員会への手続きが必要です。）

○進入路の設置

○水道管、配水管等の埋設

○家庭排水等の道路側溝への接続　　

○道路に工作物、物件、施設等を設ける場合

田・畑 道路

境界

埋立

田・畑 道路

境界

埋立後

◆日常の管理について

　住宅の植木等の道路へのはみだしは、通行の支障と

なりますので所有者で伐採をお願いします。家の周り

の道路側溝の清掃もできるだけお願いします。

境界

道路

伐採

◆道路への駐車について

　市道敷への駐車はご遠慮ください。通行の支障とな

り子どもの飛び出し等、事故の確率が増加します。

◆大雨や台風等により災害が発生した場合について

★市道が被災した場合
①道路部分の路肩の損傷は災害復旧工事の対象になります。

②崖上の個人の土地から崩れた土砂や倒木は、災害復旧工事はできません。道路部分の土砂や倒木の処理は、

交通に支障がない程度は行います。

★家の裏の土砂崩れや倒木の場合
①家屋（住宅）に被害がある場合（見舞金がでる場合があります。）

②家屋に被害がない場合（基本的に見舞金はありません。）

※②の場合、排土作業は、所有者（入居者）で行ってもらうことになります。（排土作業の費用の補助はあり

ません。）

※見舞金に関する問合せ先　都市整備課都市計画・管理係☎ 0969（56）1111

【問合せ先】　建設課管理係　☎ 0969（28）3350

◆道路護岸及び橋からの釣りについて
　護岸および橋からの魚釣りは、ご遠慮ください。

　通行の妨げになったり事故等の原因になります。
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In
fo
rm
a
tio
n

問合せ先
大矢野庁舎
〒 869-3692
上天草市大矢野町上 1514
【代表】☎ 0964（56）1111
○市長公室○総務課（危
機管理防災室・選挙管理
委員会）○財政課○監理
課○企業誘致課○大矢野
窓口センター○会計課○
議会事務局○農業委員会
事務局○監査委員事務局
○企画政策課
　☎ 0964（26）5511
○農林水産課
　☎ 0964（26）5515
　☎ 0964（26）5516
○商工観光課
　☎ 0964（26）5512
○税務課
　☎ 0964（26）5519
　☎ 0964（26）5520
　☎ 0964（26）5523
○環境衛生課
　☎ 0964（26）5524
○上天草市消費生活センター
　☎ 0964（56）0783
○上天草市ふるさとハローワーク
　☎ 0964（57）4510
○ブランド推進室（上天草市農林
水産物加工品開発研究センター）
〒 869-3603
上天草市大矢野町中 11582-24
　☎ 0964（56）6100

税
の
ひ
ろ
ば

☎
総
務
課

行
政
相
談

▼
市
県
民
税　
　
　
　
　

第
１
期

▼
国
民
健
康
保
険
税　
　

第
１
期

▼
納
期
限　
　
　

７
月
２
日（
月
）

▼
口
座
振
替
日　

６
月
25
日（
月
）

▼
問
合
せ
先　

税
務
課
市
民
税
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
９

☎
税
務
課

6
月
の
納
税

相
談
・
申
請

☎
保
健
課

年
金
相
談

　

相
談
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
必

ず
予
約
（
事
前
受
付
）
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
日
時　

７
月
20
日
（
金
）
10
時

〜
15
時

▼
場
所　

市
役
所
大
矢
野
庁
舎

　

書
庫
棟
１
階
会
議
室

▼
問
合
せ
先　

保
健
課
後
期
高
齢

者
医
療
年
金
係　

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
５
４

◎
年
金
相
談
予
約
受
付
中

　

待
ち
時
間
な
し
で
、
年
金
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
ま
ず
は
、

年
金
手
帳
を
お
手
元
に
お
電
話

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

本
渡
年
金
事
務
所

お
客
様
相
談
室　

　

☎
０
９
６
９
（
24
）
２
１
１
２

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
、

意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日　

７
月
５
日
（
木
）

▽
松
島　

13
時
〜
16
時
・
社
会
福

祉
協
議
会
松
島
本
所

▼
開
設
日　

７
月
12
日
（
木
）

☎
税
務
課

地
積
測
量
図
等
の
図
面
の
即

時
発
行
が
可
能
と
な
り
ま
す

　

現
在
、
大
矢
野
庁
舎
税
務
課
で

の
み
発
行
し
て
い
ま
し
た
、
地
積

測
量
図
等
の
図
面
が
７
月
２
日

（
月
）よ
り
松
島
庁
舎
、姫
戸
・
龍
ヶ

岳
統
括
支
所
に
お
い
て
も
即
時
発

行
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

必
要
な
方
は
お
近
く
の
庁
舎
ま

た
は
統
括
支
所
の
窓
口
に
て
請
求

く
だ
さ
い
。

▼
手
数
料（
１
枚
・
１
路
線
に
つ
き
）

○
集
成
図
・
地
籍
図（
Ａ
２
判
以
上
・

大
矢
野
の
み
）
１
０
０
０
円  

○
集
成
図
（
Ａ
３
判
）　

　

５
０
０
円

○
一
筆
図
（
座
標
値
を
含
む
）

　

５
０
０
円

○
図
根
点
網
図（
座
標
値
を
含
む
）

　

１
０
０
０
円

○
筆
界
点
番
号
図（
座
標
値
は
無
し
）

　

１
０
０
０
円

▼
問
合
せ
先　

税
務
課
固
定
資
産

税
係　

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
０

▽
大
矢
野　

13
時
〜
16
時
・
大
矢

野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

▼
問
合
せ
先　

総
務
課
総
括
係

　

☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１

【対象者】
○新規申請者

○既に亡くなられた方のご遺族

【支給内容】
○新規申請者

○既に亡くなられた方のご遺族

【申請書類】

【問合せ先】

☎ ℻
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問合せ先

＜松島庁舎＞
〒 861-6192
上天草市松島町合津 3538-3
【代表】☎ 0969（56）1111
○都市整備課○市民窓口課
○建設課
　☎ 0969（28）3350
○福祉課（子育て支援室）
　☎ 0969（28）3351
○保健課
　☎ 0969（28）3354
・健康づくり推進室
　☎ 0969（28）3356
○高齢者ふれあい課（地域
包括支援センター）
　☎ 0969（28）3360
□教育委員会
○学務課
　☎ 0969（28）3364
　☎ 0969（28）3365
○社会教育課
　☎ 0969（28）3361　
＜姫戸統括支所・水道局＞
〒 866-0195
上天草市姫戸町姫浦 2502-3
　☎ 0969（58）2111
＜龍ヶ岳統括支所・情報推進室＞
〒 866-0292
上天草市龍ヶ岳町高戸 1412
　☎ 0969（62）1111

全
国
一
斉
「
子
ど
も
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間

　

学
校
に
お
け
る
い
じ
め
や
家
庭

内
に
お
け
る
児
童
虐
待
等
、
子
ど

も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
の
解
決
を
図
る
取
組
み
を
強
化

す
る
た
め
、
全
国
一
斉
「
子
ど
も

人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

い
じ
め
、
暴
力
、
虐
待
、
体
罰

等
子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
を
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員
・
法
務

局
職
員
が
相
談
に
応
じ
、
相
談
内

容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

▼
実
施
期
間　

６
月
25
日
（
月
）

〜
７
月
１
日
（
日
）

▼
実
施
時
間　

○
平
日　

８
時
30
分
〜
19
時

○
土
日　

10
時
〜
15
時

▼
専
用
相
談
電
話　

　

☎
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

▼
問
合
せ
先　

熊
本
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課　

　

☎
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

※
な
お
、
月
〜
金
曜
日
の
８
時
30

分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
、常
時
、

同
じ
専
用
相
談
電
話
で
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

上
天
草
市
福
祉
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

上
天
草
市
福
祉
事
務
所
に
は
、

家
庭
に
お
け
る
適
正
な
児
童
養
育

や
家
庭
児
童
福
祉
の
向
上
を
図
る

た
め
の
相
談
・
援
助
を
行
う
家
庭

児
童
相
談
員
と
、
女
性
の
い
ろ
い

ろ
な
悩
み
を
一
緒
に
考
え
な
が
ら

解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
る
婦
人
相

談
員
・
母
子
自
立
支
援
員
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
の
子
育
て
に
関
す
る
不

安
や
夫
婦
間
の
問
題
な
ど
に
各
相

談
員
が
対
応
し
ま
す
。

　

各
相
談
員
の
業
務
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

□
家
庭
児
童
相
談
員

▼
相
談
内
容　

養
育
相
談
、
身
体

や
知
的
な
面
で
の
発
達
相
談
、

虐
待
や
し
つ
け
相
談
、
家
出
や

非
行
、
不
登
校
や
引
き
こ
も
り

な
ど

▼
相
談
窓
口　

市
福
祉
事
務
所　

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
５
１

▼
相
談
日　

毎
週
月
・
火
・
木
曜

日　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

▼
家
庭
児
童
相
談
員　

池
田
明
美

□
婦
人
相
談
員
・
母
子
自
立
支
援
員

▼
相
談
内
容　

○
夫
や
恋
人
な
ど

か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
○
母
子

家
庭
の
自
立
に
関
す
る
こ
と
○

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
○

児
童
相
談
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

熊
本
県
中
央
児
童
相
談
所
は
、

天
草
地
域
に
お
け
る
児
童
福
祉
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
児
童

お
よ
び
保
護
者
な
ど
に
対
す
る
相

談
援
助
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

児
童
に
関
す
る
専
門
チ
ー
ム

（
児
童
福
祉
司
・
児
童
心
理
司
・

小
児
科
医
ま
た
は
精
神
科
医
）
で

次
の
と
お
り
対
応
し
ま
す
。

▼
相
談
内
容　

児
童
や
保
護
者
な

ど
の
相
談
対
応
（
養
育
相
談
、

身
体
や
知
的
な
面
で
の
発
達
相

談
、
虐
待
や
し
つ
け
相
談
、
家

出
や
非
行
、
不
登
校
や
引
き
こ

も
り
な
ど
）

▼
相
談
日
等

①
相
談
日
②
申
込
締
切
日

①
７
月
18
日
（
水
）
〜
19
日
（
木
）

②
７
月
11
日
（
水
）

①
９
月
19
日
（
水
）
〜
20
日
（
木
）

②
９
月
12
日
（
水
）

①
11
月
14
日
（
水
）
〜
15
日

（
木
） 

②
11
月
７
日
（
水
）

①
平
成
25
年
１
月
16
日
（
水
）
〜

17
日
（
木
） 

②
１
月
９
日
（
水
）

①
平
成
25
年
３
月
13
日
（
水
）
〜

14
日
（
木
） 

②
３
月
６
日
（
水
）

▼
場
所　

県
天
草
地
域
振
興
局　

▼
申
込
方
法　

専
用
の
申
込
書
に

基
づ
き
完
全
予
約
制
に
よ
り
行

い
ま
す
。
詳
し
く
は
上
天
草
市

福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

福
祉
課
子
育
て
支

援
室

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
５
１

母
子
家
庭
の
経
済
上
の
悩
み
○

母
子
家
庭
の
住
宅
に
関
す
る
こ

と
○
そ
の
他
女
性
が
抱
え
る
問

題
▼
相
談
窓
口　

市
福
祉
事
務
所　

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
５
１

▼
相
談
日　

毎
週
水
・
木
・
金
曜

日　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

▼
婦
人
相
談
員
・
母
子
自
立
支
援

員　

岩
﨑
浩
子

□
問
合
せ
先　

上
天
草
市
福
祉
事

務
所　

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
５
１

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
５
月
号
６
ペ
ー
ジ
中
「
政

策
別
の
主
な
事
業
概
要
」
に
お
い

て
、
事
業
費
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

○
自
然
保
護
事
業

（
誤
）
９
９
１
５
万
円

（
正
）
９
９
１
万
円

○
有
害
鳥
獣
対
策
応
援
活
動
事
業

（
誤
）
８
１
１
３
万
円

（
正
）
８
１
１
万
円
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お知らせ

　

こ
の
講
習
会
は
、
厚
生
労
働
省

の
委
託
を
受
け
、
高
年
齢
求
職
者

を
雇
用･
就
業
に
結
び
つ
け
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
受
講
料　

無
料

▼
受
講
対
象
者　

55
歳
以
上
で
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
職
登
録
者

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
保
持

者
）
で
７
日
間
す
べ
て
の
日
程

に
参
加
で
き
、
剪
定
等
の
仕
事

を
希
望
さ
れ
る
方
。

▼
日
程　

６
月
27
日
（
水
）
〜
７

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
樹
木
管
理
講
習
会
受
講

生
募
集

☎
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課

金
婚
夫
婦
表
彰
に
該
当
す

る
ご
夫
婦
を
受
付
け
ま
す

　

昭
和
34
年
、
天
皇
・
皇
后
両
陛

下
の
ご
成
婚
を
機
に
始
ま
り
ま
し

た
「
金
婚
夫
婦
表
彰
」
も
今
年
で

54
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

今
回
、
対
象
と
な
る
ご
夫
婦
は
、

昭
和
37
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦
で
す
。

　

該
当
さ
れ
る
ご
夫
婦
は
、
各
区

長
か
市
役
所
の
窓
口
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先　

大
矢
野
窓
口
セ
ン

タ
ー
、高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課（
松

島
庁
舎
）、
姫
戸
・
龍
ヶ
岳
統

括
支
所
、
各
出
張
所

▼
申
込
期
間　

６
月
18
日
（
月
）

〜
７
月
20
日
（
金
）

【ご家庭やオフィスでも実践できる夏季の省エネルギー対策】

【注意事項】

【問合せ先】　 ☎

常
生
活
の
中
で
食
品
の
買
い
物

を
行
っ
て
い
る
方
○
原
則
と
し

て
、
県
が
行
う
食
品
表
示
制
度

に
関
す
る
講
習
会
に
参
加
可
能

な
方

▼
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

で
提
出
く
だ
さ
い
。

①
郵
送　

熊
本
県
環
境
生
活
部
県

民
生
活
局
く
ら
し
の
安
全
推
進

課
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
担
当
行

②
Ｆ
Ａ
Ｘ　

　

０
９
６
（
３
８
２
）
７
４
０
３

③
電
子
メ
ー
ル　

anzensuishin@
pref.kum

am
oto.lg.jp

▼
問
合
せ
先　

県
環
境
生
活
部
県

民
生
活
局
く
ら
し
の
安
全
推
進
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
９
０

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

熊
本
県
食
品
表
示

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
を
募
集

　

県
で
は
、
県
内
の
食
品
販
売
店

に
お
け
る
食
品
の
品
質
表
示
の
適

正
化
を
図
る
た
め
、
消
費
者
の

方
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
熊

本
県
食
品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
熊
本
県
食
品
表
示
ウ
ォ
ッ

チ
ャ
ー
の
役
割　

日
常
の
買
い

物
の
際
な
ど
に
、
そ
の
食
品
販

売
店
で
販
売
さ
れ
て
い
る
食
品

の
品
質
表
示
が
適
正
に
行
わ
れ

て
い
る
か
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て

い
た
だ
き
、
不
適
正
な
食
品
表

示
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
そ

の
情
報
を
県
に
報
告
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

▼
募
集
期
間　

７
月
24
日
（
火
）

ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

▼
応
募
用
件　

○
満
18
歳
以
上
の

方
○
熊
本
県
内
に
居
住
し
、
日

▼
主
催　

熊
本
日
日
新
聞
社

▼
後
援　

熊
本
県
、
熊
本
県
市
長

会
、
熊
本
県
町
村
会

※
該
当
さ
れ
る
ご
夫
婦
は
、
熊
本

日
日
新
聞
社
か
ら
の
表
彰
が
あ

り
、
熊
日
新
聞
お
よ
び
市
広
報

に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
了

承
の
う
え
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

高
齢
者
ふ
れ
あ
い

課
管
理
係　
　
　
　
　
　

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
０

上
天
草
物
産
館
さ
ん
ぱ
ー
る

か
ら
休
館
の
お
知
ら
せ

　

６
月
19
日
（
火
）、
20
日
（
水
）

の
２
日
間
、
館
内
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
た
め
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
な
に
と
ぞ
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

上
天
草
物
産
館 

さ
ん
ぱ
ー
る

　

☎
０
９
６
４
（
58
）
５
６
０
０
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そ
の
他

☎
監
理
課

工
事
等
入
札
結
果

□
入
札
日
▼
工
事
（
委
託
）
名
①

工
事
（
委
託
）
場
所
②
契
約
者
③

契
約
金
額
④
工
事
（
委
託
）
期
間

□
４
月
26
日
分

▼
市
道
蔵
々
千
束
線
配
水
管
布
設

工
事

①
大
矢
野
町
維
和
地
区
内

②
（
有
）
渡
辺
建
設
（
大
矢
野
町
）

③
２
４
６
万
７
５
０
０
円

④
４
月
〜
６
月

□
５
月
10
日
分

▼
大
矢
野
庁
舎
大
会
議
室
改
修
工

事
設
計
監
理
業
務
委
託

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②
千
原
建
築
設
計
事
務
所
（
大
矢

野
町
）

③
３
５
６
万
４
７
５
０
円

④
５
月
〜
９
月

▼
上
天
草
港
（
樋
島
港
区
）
浮
桟

橋
改
修
工
事

月
６
日
（
金
）
各
９
時
〜
16
時

※
７
月
１
日
〜
３
日
は
休
み

▼
講
習
会
場

○
学
科
…
松
島
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ア
ロ
マ
」

○
実
技
…
松
島
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ア
ロ
マ
」
周
辺
お
よ
び
合
津

港
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
周
辺　

▼
講
習
内
容　

剪
定
整
枝
の
基

礎
・
病
害
虫
の
駆
除
・
施
肥
の

仕
方
ほ
か
。

▼
募
集
人
員  

25
人
（
申
込
多
数

の
場
合
は
選
考
）

▼
申
込
締
切
日　

６
月
20
日（
水
）

▼
申
込
方
法　

電
話
に
て
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

※
昼
食
お
よ
び
実
技
で
使
用
す
る

道
具
類
は
、
各
自
で
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先　
（
公
社
）

上
天
草
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
樹
木
管
理
講
習
係

　

☎
０
９
６
４
（
59
）
２
２
２
８

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

会
を
開
催
し
ま
す

▼
講
習
日
時　

７
月
24
日
（
火
）

○
給
油
取
扱
所　

９
時
30
分
〜
12

時
30
分

○
そ
の
他
危
険
物
施
設　

13
時
30

分
〜
16
時
30
分

▼
講
習
会
場　

天
草
教
育
会
館

※
受
付
期
間
は
６
月
15
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
期
間
内
に

☎
総
務
課

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
強
調
月
間
で
す

　

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ

ラ
〜
」
強
調
月
間
で
す
。

　

全
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域

社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

▼
行
動
目
標

①
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の

立
ち
直
り
を
支
え
よ
う

②
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う

地
域
社
会
で
支
え
よ
う

③
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地
域

社
会
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

協
力
し
よ
う

▼
重
点
事
項

○
立
ち
直
り
を
支
え
る
取
組
み
に

つ
い
て
の
理
解
促
進

○
就
労
・
住
居
等
の
生
活
基
盤
づ
く

り
に
つ
な
が
る
取
組
み
の
推
進

▼
問
合
せ
先　

総
務
課
総
括
係

　

☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１

☎
総
務
課

６
月
23
日
〜
29
日
は
「
全
国

男
女
共
同
参
画
週
間
」
で
す

　

男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学

校
で
、
地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き

る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」。
そ

の
実
現
の
た
め
に
は
行
政
だ
け
で

な
く
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の

取
組
み
が
必
要
で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
と
は
、
男
女
が

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
共
に
協
力
し
、

共
に
責
任
を
担
っ
て
よ
り
よ
い
社

会
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
り
よ
い
社
会
は
、「
自
分
を

大
切
に
思
う
こ
と
と
同
じ
重
さ
で
、

自
分
以
外
の
人
を
大
切
に
思
う
」

よ
う
に
、
男
女
が
お
互
い
に
認
め

合
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
こ

の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
問
合
せ
先　

総
務
課
総
括
係

　

☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１

①
龍
ヶ
岳
町
樋
島
地
区
内

②
（
株
）
住
吉
（
龍
ヶ
岳
町
）

③
６
５
８
万
３
５
０
０
円

④
５
月
〜
７
月

□
問
合
せ
先　

監
理
課
契
約
検
査
係

　

☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１

定
員
に
達
し
て
い
な
い
場
合
は
、

そ
の
後
の
受
付
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
最
寄
り

の
消
防
分
署
ま
た
は
消
防
本
部

予
防
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

天
草
広
域
連
合
消

防
本
部
予
防
課

　

☎
０
９
６
９
（
22
）
３
３
０
５

☎
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

県
で
は
、認
知
症
の
早
期
発
見
・

診
療
体
制
の
充
実
、
医
療
と
介
護

の
連
携
強
化
、
専
門
医
療
相
談
の

充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、「
認

知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
、
県
内
10
カ
所
の
医
療
機
関
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
認
知
症
疾
患

医
療
セ
ン
タ
ー
に
は
、
認
知
症
の

専
門
医
や
相
談
員
を
配
置
し
て
お

り
、
①
認
知
症
専
門
医
療
機
関
の

紹
介
②
医
療
機
関
の
受
診
前
の
医

療
相
談
③
認
知
症
の
原
因
疾
患
を

特
定
す
る
鑑
別
診
断
お
よ
び
治
療

や
初
期
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
本
人
、
ご
家
族
、
医
療
・
福

祉
関
係
の
方
ど
な
た
で
も
利
用
で

き
ま
す
。相
談
費
用
は
無
料
で
す
。

診
療
費
用
は
各
健
康
保
険
の
適
用

と
な
り
ま
す
。

　
「
最
近
物
忘
れ
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
」「
近
頃
、性
格
が
変
わ
っ

た
よ
う
な
感
じ
が
す
る
が
、
認
知

症
の
始
ま
り
な
ん
だ
ろ
う
か
」「
昼

間
は
落
ち
着
い
て
い
る
け
れ
ど
、

夜
に
な
る
と
徘
徊
し
て
い
る
」「
認

知
症
と
診
断
を
受
け
て
し
ま
っ
た

け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
い

け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
」
な
ど
認
知

症
に
関
す
る
悩
み
や
心
配
事
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
熊
本
県
認
知
症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
な
お
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
も
相
談
は
可
能
で
す
。

▼
天
草
圏
域
の
認
知
症
疾
患
医
療

セ
ン
タ
ー　

天
草
病
院　

　

☎
０
９
６
９
（
23
）
６
１
１
１

※
熊
本
県
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

▼
問
合
せ
先　

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
０
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お知らせ

善
意
に
感
謝
（
敬
称
略
）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

市
内
の
福
祉
施
設
（
南
風
苑
・

松
朗
園
・
き
ら
ら
の
里
・
翔
洋

苑
・
相
生
荘
）
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ビ
ス
を
し
た
方
々
を
紹
介
し

ま
す
。

○
中
田
理
髪
店
、
ノ
ウ
ブ
ル
、
タ

☎
環
境
衛
生
課

「
雨
の
日
」
の

ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

　

今
年
も
梅
雨
の
季
節
と
な
り
ま

し
た
が
、
収
集
日
に
雨
が
降
っ
て
い

る
、
も
し
く
は
降
り
そ
う
な
と
き

は
、「
布
団
」「
じ
ゅ
う
た
ん
」
な
ど

の
水
を
吸
う
粗
大
ご
み
お
よ
び
「
紙

類
」「
古
着
類
」
の
資
源
物
は
出
さ

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
紙
類

は
雨
に
濡
れ
る
と
シ
ミ
の
原
因
と

な
り
品
質
が
低
下
し
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
衣
類
は
カ
ビ
の
発
生
お

よ
び
傷
み
な
ど
の
原
因
と
な
り
再

使
用
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
大
切
な

資
源
を
有
効
に
利
用
で
き
る
よ
う

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
雨
の
日
に
は
…

○
「
布
団
」「
じ
ゅ
う
た
ん
」
な

ど
の
粗
大
ご
み
、「
紙
類
」「
古

着
類
」の
資
源
物
は
出
さ
な
い
。

○
「
降
り
そ
う
か
な
」
と
思
っ
た

と
き
も
な
る
べ
く
出
さ
な
い
。

○
「
紙
類
」「
古
着
類
」
の
収
集

後
は
雨
よ
け
の
シ
ー
ト
で
き
っ

ち
り
カ
バ
ー
す
る
。

▼
問
合
せ
先　

環
境
衛
生
課
衛
生
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
４

酸素カプセルの効果

○問合せ先 ☎

カ
シ
ス
タ
ジ
オ
、
天
美
会
、
菓

子
工
房
ア
ロ
ー
ム
、
本
郷
絵
手

紙
も
み
じ
会
、 

天
理
教
大
矢
野

支
部
、
吉
川
キ
ヨ
カ
、
山
本
春

子
、
圓
尾
玲
子
、
西
山
カ
ラ
オ

ケ
教
室
、
濱
口
民
謡
教
室
、
桜

会
、
木
下
と
も
子
、
堀
江
光
香
、

糀
本
泰
子
、
話
し
相
手
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
な
ご
み
」、
須
本
忍
、

龍
ヶ
岳
町
老
人
ク
ラ
ブ
・
オ
ム

ツ
た
た
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
梅

戸
義
伸

○
ふ
る
さ
と
納
税
に
寄
付

▽
地
場
産
業
の
育
成
事
業

▼
塚
本
浩
晴
（
東
京
都
練
馬
区
）

☎
企
画
政
策
課

「
漁
業
セ
ン
サ
ス
」
試
行

調
査
を
実
施
し
ま
す

　
「
漁
業
セ
ン
サ
ス
」
と
は
、
５

年
ご
と
に
日
本
の
水
産
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
大
切
な
調
査

で
、
水
産
業
の
国
勢
調
査
で
す
。 

　

上
天
草
市
で
は
、
平
成
25
年
11

月
の
全
国
一
斉
調
査
を
前
に
、
調

査
票
や
調
査
環
境
等
の
検
証
を
行

う
た
め
平
成
24
年
７
月
１
日
に
試

行
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

６
月
よ
り
漁
業
者
、
水
産
関
係

☎
学
務
課

上
天
草
市
い
じ
め
根
絶

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
「
い
じ
め
」
は
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
基
本
的
人
権
を
脅

か
す
、
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
問
題

で
す
。
ま
た
い
じ
め
を
苦
に
子
ど

も
た
ち
が
自
殺
す
る
と
い
う
極
め

て
大
き
な
社
会
問
題
と
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
現
在
、
社
会
全
体
の
在
り
方

が
問
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
解
決

す
る
こ
と
は
、
国
民
的
な
課
題
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
熊
本
県
教

育
委
員
会
は
毎
年
６
月
を
「
い
じ

め
根
絶
月
間
」
と
定
め
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
互
い
の
役
割
と
責

任
を
自
覚
し
、
相
互
に
補
完
し
あ

い
な
が
ら
、
地
域
ぐ
る
み
で
い
じ

め
根
絶
に
向
け
て
取
り
組
む
機
運

を
高
め
、
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な

人
間
性
や
社
会
性
を
は
ぐ
く
む
取

組
み
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
い
じ

め
の
解
消
と
防
止
に
向
け
た
総
合

的
な
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

上
天
草
市
に
お
い
て
は
、
各
学

校
や
保
護
者
、
地
域
の
取
組
み
に

よ
り
い
じ
め
を
未
然
に
防
ぎ
、
い

じ
め
に
苦
し
む
子
ど
も
た
ち
が

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
依
然
と
し
て
完
全
解
決

に
い
た
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
水
面
下
で
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
上
天
草
市

教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
、
関
係
機
関
や
団
体
が
さ
ら

な
る
連
携
の
強
化
を
図
り
、
市
全

体
が
一
体
と
な
っ
て
い
じ
め
根
絶

を
目
指
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動

を
実
施
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間　

６
月
１
日
（
金
）

〜
30
日
（
土
）

▼
取
組
み
の
主
題　
「
つ
な
が
る

『
わ
』
心
の
き
ず
な
を
ふ
か
め

よ
う
」

▼
実
施
主
体　

市
教
育
委
員
会

▼
実
施
協
力
団
体　

市
小
・
中
学
校

校
長
会
、
市
小
・
中
学
校
教
頭
会
、

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
上
天
草
警
察

署
、
市
区
長
連
合
会
他

▼
主
な
事
業
予
定

○
い
じ
め
根
絶
ポ
ス
タ
ー
、
標
語

募
集
お
よ
び
作
品
掲
示

○
い
じ
め
に
関
す
る
実
態
調
査

○
電
話
相
談
室
の
開
催

○
い
じ
め
根
絶
月
間
の
防
災
無
線

に
よ
る
放
送
な
ど

▼
問
合
せ
先　

学
務
課
指
導
係

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
５

者
の
方
々
の
と
こ
ろ
へ
統
計
調
査

員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

企
画
政
策
課
ま
ち

づ
く
り
・
統
計
係 

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
１

20　  kamiamakusa

◎心身の健康にとって欠かせない睡眠 ◎「不眠」と「うつ病」の密接な関係

◎まわりの人が
　　　　　できること

【不眠と睡眠不足の違い】

◎出前講座のお知らせ

～家族や同僚など、周りにこんな方はいませんか？～

【問合せ先】 ☎

　  kamiamakusa21



お知らせ

８月になってから

対象者 所得区分 認定証
自己負担限度額

外来 入院

【問合せ先】 ☎

○開所日
○利用時間

○問合せ先 ☎

22　  kamiamakusa

死亡一時金について

□保険料納付済期間（死亡一時金）
○ 36 月以上 180 月未満の場合

○ 180 月以上 240 月未満の場合

○ 240 月以上 300 月未満の場合

○ 300 月以上 360 月未満の場合

○ 360 月以上 420 月未満の場合

○ 420 月以上の場合

□問合せ先

　☎

☎

ねんきんで笑顔

【一部負担金の割合】
○現役並み所得者

○上記条件に該当しない方

入院時の自己負担
限度額（月額）

外来時の自己負担
限度額（月額）

入院時の食事代
（１食当たり）

【問合せ先】
☎

　  kamiamakusa23



お知らせ

　

●「契約」とは「法律的な拘束力が生じる約束」です

●「契約」は、申込みと承諾によって成立します

◆相談窓口　

◆開設日時　

◆専用電話番号　☎

こちら消費生活センターです！

１ 支給対象

２ 支給額

３ 申請方法
①認定請求書

○必要な書

②額改定認定請求書
③消滅届

児童の年齢 児童手当の額（1人あたり月額）

□現況届に必要な書類

□提出期限
□提出先　

【問合せ先】 ☎

24　  kamiamakusa

今日からさっそく

「 低 栄 養 予 防 」

●問合せ先

　☎

市のデータ

（　）は前月比
平成24年5月31日現在

人 　 口　 31,020人（ー22）
男 　 性　 14,591人（ー15）
女 　 性　16,429人（ー 7）
世 帯 数　 12,266戸（＋ 8）
市の面積      126.15㎢

　

第
68
回
熊
本
県
民
体
育
祭
天
草

大
会
準
備
委
員
会
事
務
局
で
は
、

天
草
地
域
で
来
年
開
催
さ
れ
る
県

民
体
育
祭
に
ふ
さ
わ
し
い
、
天
草

地
域
な
ら
で
は
の
特
色
を
生
か
し

た
、
県
民
に
親
し
ま
れ
る
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
部　

大
会
の
合

言
葉
と
な
る
も
の
で
、
県
民
の

間
に
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
す
る
こ

と
を
採
り
入
れ
た
も
の
、
さ
ら

に
天
草
地
域
な
ら
で
は
の
表
現

を
採
り
入
れ
た
分
か
り
や
す
い

も
の
を
募
集
し
ま
す
。

▼
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
部　

大
会

の
マ
ー
ク
に
な
る
も
の
で
、
天

草
地
域
の
特
色
を
分
か
り
や
す

く
表
現
し
、
大
会
の
象
徴
と
し

て
県
民
に
親
し
ま
れ
る
も
の
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
規
定

○
作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
。

○
他
の
作
品
お
よ
び
商
標
と
類
似

し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

○
応
募
作
品
で
、
著
作
権
・
出
版

権
に
関
す
る
問
題
が
生
じ
た
場

合
、
全
て
応
募
者
の
責
任
と
し

ま
す
。

○
入
賞
作
品
の
著
作
権
お
よ
び
そ

の
他
の
権
利
は
、
主
催
者
に
帰

属
し
ま
す
。

○
不
正
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、

受
賞
を
取
り
消
す
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▼
応
募
者
資
格　

天
草
市
、
上
天

草
市
、
苓
北
町
の
住
民
、
ま
た

は
同
市
町
に
通
勤
通
学
し
て
い

る
人

▼
募
集
期
限　

７
月
31
日
（
火
）

必
着

▼
応
募
方
法　

応
募
用
紙
は
各
部

門
と
も
Ａ
４
サ
イ
ズ
と
し
、
用

紙
１
枚
に
つ
き
１
作
品
（
１
人

何
点
で
も
可
）
で
①
住
所
②
氏

名
③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
所
属

（
学
校
名
な
ど
）
⑥
作
品
の
簡
潔

な
説
明
を
記
入
し
て
、
天
草
大

会
準
備
委
員
会
事
務
局
ま
で
郵

送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先　

天
草
大
会
準
備
委

員
会
事
務
局
（
〒
８
６
３
‐

０
０
４
８　

熊
本
県
天
草
市
中

村
町
１
０
‐
８
‐
１
）

▼
審
査
・
表
彰　

天
草
大
会
準
備

委
員
会
が
設
置
す
る
選
考
委
員

会
で
行
い
ま
す
。
発
表
は
８
月

下
旬
に
本
人
の
み
に
通
知
す
る

ほ
か
、
各
市
町
の
広
報
紙
に
掲

載
し
ま
す
。

○
最
優
秀
賞　

各
部
門
１
点
（
賞

状
・
賞
品
２
万
円
程
度
）

○
優
秀
賞　

各
部
門
２
点（
賞
状
・

賞
品
１
万
円
程
度
）

▼
問
合
せ
先　

第
68
回
熊
本
県
民

体
育
祭
天
草
大
会
準
備
委
員
会

事
務
局

　

☎
０
９
６
９
（
23
）
１
１
１
１

　

内
線
２
７
０
２
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▽
県
南
部
で
見
ら
れ
る
こ
と
で
話
題
に
な
っ
た

金
環
日
食
。
当
日
市
内
は
曇
り
と
な
っ
て
し
ま

い
、
残
念
な
思
い
を
し
た
人
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
我
々
も
取
材
の
た
め
中
南
小
の
皆
さ
ん
と

東
の
空
を
見
上
げ
て
い
ま
し
た
が
、
厚
い
雲
に

覆
わ
れ
世
紀
の
天
文
シ
ョ
ー
は
お
預
け
に
…
▽

し
か
し
、
松
島
町
の
今
津
中
で
は
、
ほ
ん
の
数

十
秒
、
部
分
日
食
が
観
察
で
き
た
と
の
こ
と
で

し
た
。
見
ら
れ
た
人
は
幸
運
で
し
た
ね　
（
Ｋ
）

▽
今
年
は
世
紀
の
天
体
シ
ョ
ー
が
続
き
ま
し

た
。
５
月
21
日
の
金
環
日
食
に
続
き
、
６
月
６

日
に
は
、
金
星
が
太
陽
面
を
横
切
る
「
金
星
の

太
陽
面
通
過
」
が
起
こ
り
ま
し
た
。
次
に
日
本

で
見
ら
れ
る
の
は
、
な
ん
と
１
０
５
年
後
と
の

こ
と
。
当
日
は
見
事
に
晴
れ
て
観
察
で
き
た
方

も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か　
（
Ｙ
）

上天草市に在住している1～３歳のお子

さんで①住所②子どもの氏名③ふりが

な④生年月日⑤保護者の氏名⑥子ども

に対するコメント（30字以内・どなたか

らでも結構です）⑦連絡先を添えて上

天草市市長公室広報係（〒869ー3692

上天草市大矢野町上1514）まで送ってく

ださい。なお、写真の裏面には、お子

さんのお名前を記入してください。応募

多数の場合は、先着順に掲載となりま

すのでご了承ください。

広
報

2012. 6
月

号
平
成

24
年

6
月

15
日

くまもとふるさと食の名人　矢野シズ子さん（大矢野町）

N
o
.

1
0
9

かわいい子どもの写真を

募集しています！
かわいい子どもの写真を

募集しています！

お勧めの一品　茎わかめと揚げコノシロの簡単珍味

  発
行

・
編

集
 / 上

天
草

市
市

長
公

室
 　

      〒
869-3692

上
天

草
市

大
矢

野
町

上
1514　

Tel 0964-56-1111  Fax 0964-56-4972

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

 http://www.kamiamakusa-c.kumamoto-sgn.jp/

環境保護印刷の
水なし印刷で
印刷しています。

【材料】（作りやすい分量）
○干ししいたけ　2枚（水で戻しておく）

○茎わかめ　　　150g（塩抜きしておく）

○コノシロ　　　500g（３～４匹程度）

○水煮大豆　　　100g

○揚げ油　　　　適量

○炒りごま　　　適量

○調味用（Ａ）

　生姜しぼり汁　大 2

　醤　油　　　　大さじ 3

　みりん　　　　大さじ 3

　砂　糖　　　　大さじ 5

○くまもとふるさと食の名人とは…各地域で郷土の伝統料

理等について卓越した知識、経験、技術等を有し、伝承

活動等に取り組んでいる人を県が認定、地域で食文化発

信の拠点としてふるさと食の普及啓発活動を展開します。

現在上天草市においては 10 人の方が認定され、活動され

ています。

ごはんのおかずや酒の肴にいかがですか？地元食材を使った栄養満点レシピ

【作り方】
① 0.5 ㎝×３㎝の短冊状に切りそろえた茎わかめと、薄くスライスしたしいたけ、水 200ml を圧力

なべに入れ中火で加熱する。蒸気があがったら弱火にて５分程度煮て、その後火を止め蒸らして

おく。

②水煮大豆は十分水気を切って 180 度に熱した油できつね色になるまで揚げる。

③コノシロは３枚おろしにして、身の部分を１cm 幅にカットし塩コショウをする。15 分程なじませ、

大豆と同様に素揚げし、カラッとなるまで揚げる（二度揚げしても良い。またコノシロが手に入

らないときは、いりこ 100g をフライパンで乾煎りしたものでも可）。

④調味料（Ａ）を鍋に入れ中火で煮たてる。少しとろみが出たら茎わかめとしいたけ、大豆、コノ

シロを加え、手早く混ぜ合わせる。器に盛って、炒りごまをふって完成。

{




